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～心をつないで25年～
21世紀に向け、さらなる交流を誓う

6月26日の25周年記念式典で、固い握手を交わす本田市長とアルベルト・ボッタ市長
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る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
像
が
21
世
紀
へ
の

か
け
は
し
と
な
り
、
か
つ
姉
妹
都
市

の
象
徴
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ボ
ッ
タ
市
長
は
「
本
日
、
皆
様
と

い
っ
し
ょ
に
25
周
年
記
念
が
迎
え
ら

れ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ

の
25
年
間
の
歩
み
に
よ
り
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
、
距
離
や
言
葉
の
壁

を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

両
市
の
姉
妹
都
市
交
流
が
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
十
日
町
と
コ
モ
の
よ
う
に

ほ
か
の
国
や
都
市
と
も
尊
敬
し
あ

い
、お
互
い
の
協
力
や
理
解
に
よ
り
、

文
化
交
流
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
深
い

友
情
関
係
を
定
着
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
世
界
平
和
と
繁
栄
を
実
現
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
間
で

友
情
の
関
係
が
基
本
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

27
日
に
は
、
コ
モ
市
フ
ァ
ビ
オ
・

フ
ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
と
姉
妹
校
で
あ

る
川
治
小
学
校
を
訪
問
し
、
児
童
か

ら
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
コ
モ

市
長
か
ら
児
童
に
「
大
人
に
な
っ
て

も
両
市
の
友
情
関
係
を
発
展
さ
せ
て

ほ
し
い
。
今
日
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ

合
い
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
し
て
大
切
に
し
ま
す
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。児
童
か
ら
は
、

使
節
団
や
フ
ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル
ツ
ィ

小
学
校
に
絵
や
習
字
な
ど
が
贈
ら

れ
、
そ
の
後
、
各
教
室
で
の
授
業
を

見
学
し
ま
し
た
。

使
節
団
一
行
は
コ
モ
通
り
（
高
田

町
通
り
）
で
市
民
の
熱
い
歓
迎
を
受

け
、
情
報
館
、
総
合
体
育
館
、
博
物

館
、
神
宮
寺
、
サ
ン
ク
ロ
ス
で
の
書

道
展
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。ま
た
、

智
泉
寺
で
の
お
点て

前ま
え

、手
描
き
体
験
、

そ
ば
を
食
べ
る
な
ど
、
短
い
時
間
で

し
た
が
日
本
文
化
の
一
旦
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
大
変
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
28
日
に
は
市
役
所
前
で
お
お
ぜ

い
の
市
民
や
市
職
員
に
見
送
ら
れ
て

十
日
町
市
を
後
に
、
新
潟
空
港
か
ら

次
の
訪
問
先
で
あ
る
広
島
市
へ
向
か

い
ま
し
た
。

コ
モ
市
か
ら
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ

ッ
タ
市
長
ご
夫
妻
と
子
息
を
は
じ

め
、
コ
モ
市
議
会
の
セ
ル
ジ
オ
・
ガ

ッ
デ
ィ
議
長
と
パ
オ
ラ
・
ビ
ア
ン
キ

副
議
長
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ

協
会
の
ピ
エ
ル
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル

ド
ー
リ
会
長
、
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
カ
ル
ロ
・
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
評

議
員
と
平
成
10
年
10
月
ま
で
国
際
交

流
員
と
し
て
当
市
に
勤
務
し
て
い
た

ア
ド
ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
さ
ん
の

８
人
が
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

26
日
に
は
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
の

マ
リ
オ
・
パ
ル
マ
参
事
官
か
ら
も
参

列
い
た
だ
き
、
市
民
な
ど
１
０
０
人

が
参
加
し
て
25
周
年
記
念
式
典
を
行

い
ま
し
た
。

本
田
市
長
は
「
25
年
間
を
振
り
返

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
節
団
の
相
互

交
流
、
留
学
生
の
派
遣
、
十
日
町
・

コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
の
発
足
に

よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
協
会

と
の
文
化
交
流
、
川
治
小
学
校
と
フ

ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
の
姉

妹
校
提
携
、
さ
ら
に
は
、
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
交
流
、
ワ
イ
ン
や
ネ
ク

タ
イ
の
輸
入
、
さ
ら
に
、
川
治
小
学

校
の
児
童
が
コ
モ
・
フ
ッ
ト
ボ
ウ

ル
・
カ
ッ
プ
に
参
加
し
、
交
流
の
輪

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

25
年
前
に
、
両
市
に
お
い
て
文

化
・
産
業
・
経
済
の
交
流
を
図
り
、

友
情
と
理
解
を
深
め
、
世
界
平
和
と

人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
熱
い
情
熱
を
さ
ら
に
大
き

く
し
て
、
21
世
紀
に
向
け
て
両
市
の

関
係
を
発
展
さ
せ
た
い
と
強
く
望
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
贈
呈
す

コ
モ
市
親
善
使
節
団
が
市
民
と
熱
い
交
流

十
日
町
市
・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
た
め
、

イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
市
か
ら
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
市
長
を
は
じ
め
８
人
の
親
善

使
節
団
が
６
月
25
日
a
〜
28
日
d
の
４
日
間
、
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

25
日
に
は
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
の
懇
談
会
、
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都

市
交
流
協
会
主
催
の
歓
迎
会
。
26
日
に
は
市
議
会
議
場
で
の
記
念
式
典
、
両
市

長
サ
ミ
ッ
ト
、
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
27
日
は
川
治
小
学
校
へ
の
訪

問
や
市
内
の
各
所
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
市
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

十
日
町
市
・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年

記
念
式
典

25
年
の
あ
ゆ
み
を
誇
り
に

さ
ら
な
る
交
流
を
誓
う

６月26日、市役所前で市民や子どもたち200人がコモ市親善使節団
一行を出迎えました（ようこそ十日町へ）

コ
モ
通
り
（
高
田
町
通
り
）
で
、
市
民

に
熱
い
歓
迎
を
受
け
る
ボ
ッ
タ
市
長
ご

夫
妻
（
左
）
と
ガ
ッ
デ
ィ
議
長
と
ビ
ア

ン
キ
副
議
長
（
右
）

記念式典であいさつするボッタ市長

川
治
小
学
校
訪
問
で
授
業
を
視
察

（
右
）、
ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
と
タ
ヴ
ェ

ッ
キ
オ
氏
に
握
手
さ
れ
大
喜
び
の
子

ど
も
た
ち
（
左
）

川
治
小
学
校
を
訪
問

児
童
か
ら
熱
い
歓
迎

５周年記念市書道協会展
市書道協会では６月25～27日の３日間、サンクロスで
多彩な作品97点を展示。27日に使節団が訪れ、岡村喜
市会長から作品の説明を受けました

智泉寺でのお点前。たたみに慣れない使節団一行は
悪戦苦闘しながら和文化を楽しみました

割りばしを上手に使いそばを食べる、
ボッタ市長一家とアドゥアさん

タヴェッキオ氏から本田市長へイタリアサッカー
チームのユニフォームを贈呈

│
│
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
評
議
員
も
同
行
│
│
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十
日
町
市
・
十
日
町
地
域
広
域
圏

文
化
交
流
事
業
団
・
本
田
市
長
ほ
か

６
人
が
６
月
15
日
e
〜
17
日
g
の
３

日
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
マ
ン
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。
国
宝
・
火
z

型
土

器
の
レ
プ
リ
カ
を
ロ
ベ
ー
ル
・
ジ
ャ

リ
ー
市
長
に
贈
呈
、
文
化
館
や
ル
・

マ
ン
24
時
間
耐
久
レ
ー
ス
な
ど
を
観

覧
し
ま
し
た
。

ル
・
マ
ン
市
と
は
、
１
９
９
８
年

９
月
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ

た
「
縄
文
展
」
を
市
関
係
者
が
視
察

し
た
お
り
、
使
節
団
が
ル
・
マ
ン
市

を
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
人
口
約
10
万

人
の
ル
・
マ
ン
市
は
考
古
や
歴
史
文

化
財
が
多
く
あ
り
、
ロ
ー
マ
時
代
の

遺
跡
が
残
る
古
い
町
で
、
11
〜
13
世

紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
寺
院
は
有
名

で
す
。

６
月
15
日
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・

ラ
・
ク
ー
ル
教
会
で
火
z

型
土
器
レ

プ
リ
カ
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

「
ル
・
メ
ー
ヌ
」
新
聞
（
ロ
ア
ー
ル

地
方
）
に
「
太
陽
の
国
、
日
出
ず
る

ル
・
マ
ン
市
に
友
好
の
証
を
贈
る
」

と
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ル
・
マ
ン
市
で
は
、
「
２
０
０
２
年

に
新
考
古
歴
史
博
物
館
を
建
設
す
る

計
画
が
あ
り
、
そ
の
メ
ー
ン
展
示
室

に
国
宝
・
火
z

型
土
器
の
レ
プ
リ
カ

を
展
示
し
、
学
童
や
地
域
内
外
の
実

施
教
育
の
向
上
に
役
立
て
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
ル
・
マ
ン
24
時
間

耐
久
レ
ー
ス
で
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
が

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
２
台
の
日
本
チ

ー
ム
車
が
完
走
し
ま
し
た
。
両
車
と

も
火
z

型
土
器
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

り
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
ベ
ー
ル
・
ジ
ャ
リ
ー
市
長
は
、

「
年
内
中
に
十
日
町
広
域
圏
の
縄
文

遺
跡
を
訪
れ
た
い
。
今
後
も
ル
・
マ

ン
市
と
日
本
の
友
情
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ル
・
マ
ン
市
と
は
今
後
、
文
化
を

通
し
た
国
際
親
善
交
流
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ａプラン：湖畔の宝石コモと

水の都ベネチア　７日間

■期　間：11月２日e～８日d

■代　金：147,000円

（成田発、２人１室・大人１人あたり）

■募集人数：50人

■空港会社：日本航空

■予定ホテル：スーペリアクラス各ホテル

■添乗員：十日町より同行

Ｂプラン：地中海の楽園

コートダジュール・南仏ニース ７日間

■期　間：11月２日e～８日d

■代　金：230,000円

Ｃプラン：よくばりヨーロッパ 10日間

エーゲ海とギリシャとコモ・スイス・パリ

■期　間：10月31日c～11月９日e

■代　金：250,000円

●申し込み・問合せ＝７月31日bまでにラポートトラベル

センター（本町２・157－5125、ＦＡＸ52－7250）へ。

今
回
の
使
節
団
に
コ
モ
市
出
身
の

イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
評
議
員
カ

ル
ロ
・
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
氏
が
参
加
し

て
い
る
た
め
、
６
月
25
日
a
、
午
後

３
時
か
ら
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
ナ

ト
ゥ
ー
ラ
セ
ン
タ
ー
棟
で
コ
モ
市
長

も
同
席
し
て
、
会
談
と
施
設
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
田
市
長
は
市
の
概
要
、
キ
ャ
ン

プ
地
の
説
明
や
韓
国
・
国
内
の
会
場

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
過
去
の
実
績
に
つ

い
て
話
し
、
「
サ
ッ
カ
ー
の
２
０
０

２
年
Ｗ
杯
で
は
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム

（
ア
ズ
ー
リ
）
か
ら
こ
の
地
で
キ
ャ

ン
プ
を
お
願
い
し
た
い
。
Ｗ
杯
の
時

期
は
、
十
日
町
に
と
っ
て
１
年
中
で

一
番
い
い
季
節
で
あ
る
。
す
ば
ら
し

い
景
観
と
充
実
し
た
施
設
に
よ
り
選

手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
取
り
除
け
る

と
思
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
氏
は
「
現
在
、
キ

ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て
の
接
触
は
十
日

町
だ
け
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム

が
十
日
町
へ
く
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

Ｗ
杯
出
場
の
可
能
性
は
１
０
０
％
で

は
な
い
。
今
回
は
短
い
訪
問
で
あ
る

が
、
詳
し
い
情
報
を
集
め
て
帰
り
、

会
長
へ
報
告
す
る
。
も
う
一
度
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
と
訪
れ
、
施
設
な
ど
を

確
認
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

会
談
後
、
本
田
市
長
は
イ
タ
リ
ア

協
会
長
と
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
の
監
督

あ
て
の
親
書
を
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
氏
に

手
渡
し
、
関
係
者
と
芝
グ
ラ
ン
ド
を

視
察
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
タ
ヴ
ェ

ッ
キ
オ
氏
の
要
望
に
よ
り
コ
モ
市
長

と
と
も
に
総
合
体
育
館
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
セ
ン
タ
ー
の
視
察
も
行
い
、
施
設

の
質
の
高
さ
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

2002年W杯キャンプ誘致

イタリアチームを十日町へ! 

イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会

タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
氏
と
会
談

〜
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
長

と
チ
ー
ム
の
監
督
に
親
書
〜

ベルナティオの芝グランドを視察するボッタコモ市長（左）、
タヴェッキオ氏（左から４番目）とサッカー関係者

第４回

国際ユースサッカー
IN新潟

○と　き

７月16日(日)
○ところ

十日町市陸上競技場

午前11時30分～ 敗者戦（１回戦）

午後２時10分～　準決勝

○参加チーム＝ベレス・サルスフィエルド（アルゼンチン）、

Ｕー17ユース韓国選抜、市立船橋高校、富山県高校選抜

○問合せ＝総合体育館（152-4377）へ

今後の姉妹都市交流について、両市長による

会議で、次の話し合いが行われました。

○コモ市に贈呈するモニュメント像の除幕式の

日程等について（詳細は５ページ）

○今年の11月にコモ市で展覧会を開催。

（書道、日本画、写真、版画の展示など）

○「2001イタリア年」の来年５月に十日町市で

コモに関する展示会を開催。

○コモ市への語学留学と国際交流員の受け入れ

について。

十日町・コモ市長サミット 新潟発 世界に向けて キックオフ

熱き心をもった少年たち、
世界のサッカーを目指せ！

入場無料

フ
ラ
ン
ス
を
訪
問

ル
・
マ
ン
市
と
新
た
な
文
化
交
流
へ

火
z
型
土
器
レ
プ
リ
カ
を
ル
・
マ
ン
市
へ
贈
呈

火z型土器のステッカーを貼ったパノスLMP1

募集 姉妹都市提携25周年記念使節団に参加しませんか

コモ市に贈呈するモニュメント像「友愛」の除幕式を

11月３日にコモ市で行います。25周年を記念するモニュ

メントで、制作は藤巻秀正氏に依頼をし、コモ湖畔に設

置します。平成10年にコモ市からいただいた「ルチア」

同様、両市の友好のシン

ボルとなることが期待さ

れます。

除幕式に使節団の一員

として参加しませんか。

今回は、旅行プランをＡ、

Ｂ、Ｃの３種類用意しま

した。各コースとも11月

３日はコモ市で除幕式に

参加します。

●主催＝十日町・コモ

姉妹都市交流協会
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十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故
抑
止

緊
急
対
策
本
部
設
置

当
市
で
は
、５
月
か
ら
交
通
死
亡
事

故
が
連
続
し
て
発
生
し
、こ
れ
ま
で
に

３
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止

対
策
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
６
月
30
日
f
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
「
十
日
町
市
交
通
死
亡
事
故

抑
止
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
設
置
の
期
間
は
７
月
31
日
b

ま
で
で
す
。

①
交
通
死
亡
事
故
抑
止
緊
急
十
日
町

市
交
通
安
全
対
策
会
議
の
開
催

警
察
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
十
日
町
市
交

通
安
全
対
策
会
議
を
緊
急
に
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
取
り
組
み

の
強
化
を
図
る
。

②
取
り
組
み
内
容

・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
や
チ
ラ
シ
の

配
付
、
運
転
者
に
対
す
る
安
全
講

習
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
意
識
の

高
揚

・
安
全
施
設
の
点
検
整
備

・
交
通
指
導
お
よ
び
取
り
締
ま
り
の

強
化

現
在
、
関
係
機
関
や
多
く
の
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
死
亡
事
故

抑
止
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
あ
わ

な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

市
長
へ
の
手
紙
で
、
市
・
県
営
住

宅
の
入
居
に
対
し
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
入
居
基
準
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
報
に
掲
載
し
て
募
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、災
害
に
よ
る
住
宅
の
滅
失
、

公
共
事
業
に
よ
る
立
ち
退
き
な
ど
で

住
宅
に
困こ

ん

窮
き
ゅ
う

す
る
場
合
は
、
公
募
し

ま
せ
ん
。

①
現
に
同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
た
だ

し
、
当
分
の
間
は
単
身
者
も
入
居

で
き
ま
す
）

②
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、
県
営
住

宅
は
市
外
の
人
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
）

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
こ
と

①
住
宅
以
外
の
建
物
や
保
安
上
危
険

も
し
く
は
衛
生
上
有
害
な
状
態
の

住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

②
他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生

活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
人

や
、
住
宅
が
な
い
た
め
親
族
と
同

居
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
婚

姻
に
よ
る
独
立
を
含
む
）

③
非
常
に
狭
い
住
宅
や
、
世
帯
構
成

の
関
係
か
ら
不
適
当
な
住
宅
に
住

ん
で
い
る
人

④
正
当
な
理
由
に
よ
り
立
ち
退
き
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
適
当

な
立
ち
退
き
先
の
な
い
人

⑤
住
宅
が
な
い
た
め
著
し
く
遠
隔
地

か
ら
通
勤
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

収
入
に
比
べ
著
し
く
過
大
な
家
賃

の
支
払
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人

⑥
そ
の
他
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

住
宅
困
窮
度
の
判
定
を
す
る
た
め

に
、
住
宅
に
困
窮
す
る
度
合
い
を
点

数
で
定
め
、
そ
れ
を
も
と
に
市
議
会

議
員
の
代
表
お
よ
び
市
民
の
代
表
者

か
ら
な
る
「
市
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
」
の
意
見
を
聞
き
公
正
に
選
考

し
ま
す
。

な
お
、
住
宅
困
窮
度
順
位
が
決
め

が
た
い
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
長
へ
の
手
紙
に
お
答
え
し
ま
す

市
・
県
営
住
宅
入
居
基
準

(1)
募
集
方
法

(2)
入
居
資
格

(3)
入
居
者
の
選
考

水道事業のお知らせ
平成11年度水道事業下半期の業
務状況と平成12年度予算をお知
らせします。

ご協力ありがとうございました

「緑の募金」
募金総額1,439,364円

４月1日から５月31

日まで行われた｢緑の

募金｣は、皆様のご協

力により、たくさん

の募金をお寄せいた

だきました。募金は、

6新潟県緑化推進委

員会を通じ、学校や

施設の緑化、緑化推

進イベントなどの活

動に役立てられます。

平成12年度予算 平成11年度下半期の業務状況

資本的収入および支出

収益的収入および支出 損 益 計 算 書

（業務の予定量）

１．給水戸数……………………9,700戸

２．年間総給水量…………3,134,000k

３．一日平均給水量……………8,586k

４．主な建設改良事業

・配水管布設及び布設替工事…20件

・水道滅菌設備更新工事

給 水 業 務 量 の 状 況 平成11年10月１日～
平成12年３月31日

区　　分 

給水戸数（栓） 

給
水
量 

総　　量（k） 

一日平均（k） 

11年度 

下半期 

10年度 

下半期 

比　　　　較 

増　　減 比率（％） 

※給水量は、収入調定水量です。 
※上半期分は平成11年11月10日号に掲載してあります。 

9,722 

1.586,566 

8,670

9,647 

1,614,049 

8,868

75 

△27,483 

△198

100.8 

98.3 

97.8

収入 
6億6,034万円 

支出 
6億2,137万円 

水道料金 
6億5,155万円 

98％ 

その他 
879万円 
2％ 

支払利息 
1億6,663万円 

27％ 

減価償却費 
1億3,963万円 

22％ 

人件費 
1億125万円 
16％ 

動力費 
4,980万円 
8％ 

修繕費 
4,958万円 
8％ 

委託料 
4,632万円 
8％ 

その他 
6,816万円 
11％ 

給水収益 
3億588万円 
99％ 

その他 
455万円 
1％ 

下半期損失 
1,482万円 

支出 
3億2,525万円 支払利息 

8,214万円 
25％ 

減価償却費 
6,941万円 
21％ 

人件費 
5,354万円 
17％ 

修繕費 
3,681万円 
11％ 委託料 

2,280万円 
7％ 

その他 
3,932万円 
12％ 

収入 
3億1,043万円 

動力費 
2,123万円 
7％ 

収入 
1億4,553 
万円 

支出 
3億773万円 

補償金 
9,003万円 
62％ 

企業債 
2,940万円 
20％ 

負担金 
1,670万円 
12％ 

加入金 
940万円 
6％ 

企業債償還金 
1億5,415万円 

50％ 
配水管布設替工事 
8,890万円 
29％ 

配水管布設工事 
6,468万円 
21％ 

損益勘定留保資金 
1億6,220万円 

※収入が支出に対して不足する 
　額は、減価償却費等の留保資 
　金で補てんします。 

※消費税相当分を
除いて表示

平成11年10月１日～
平成12年３月31日

〈
主
な
緊
急
対
策
〉

取りもどせますか？

たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命たいせつな命
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第
19
回
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会
が
７
月

２
日
a
、
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
外
参
加
者
６
人
を
含
む
計
86
人
（
男
性
15
人
、

女
性
71
人
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
日
ご
ろ
鍛
え
上

げ
た
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
男
性
の
部
で
は
、
原
市
男
さ
ん

（
北
蒲
・
京
ヶ
瀬
村
）
が
、
女
性
の
部
で
は
、
米
田

典
子
さ
ん
（
新
潟
市
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た

最
も
優
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
日
本
民
謡
協
会
賞
」

お
よ
び
「
春
日
由
三
賞
」
に
は
、
米
田
さ
ん
が
輝

き
、
19
代
目
の
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

６
回
目
の
挑
戦
で
見
事
栄
冠
を
射
止
め
た
米
田

さ
ん
は
「
唄
は
７
年
前
か
ら
、
踊
り
は
12
年
前
か

ら
習
っ
て
い
る
が
、
踊
り
で
最
初
に
習
っ
た
の
が

十
日
町
小
唄
」
と
縁
の
深
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

第19代チャンピオンは米 田 典 子さん

～十日町小唄日本一優勝大会～

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ

〜
学
校
町
に
咲
く
〜

６
月
24
日
g
、
大
地
の
芸
術
祭
の
恒

久
設
置
作
品
リ
ュ
イ
ス
・
サ
ン
ス
（
ス

ペ
イ
ン
）
さ
ん
の
「
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ

Ｎ
Ａ
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
）
」
が
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
前
（
学
校
町
１
）
に
見
事
に

完
成
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
校
町

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
50
人
以
上
の
市
民
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
花
壇
の
花
植
え

を
行
っ
た
後
、
リ
ュ
イ
ス
さ
ん
と
実
行

委
員
の
手
で
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
を
支
援
す

る
た
め
の
通
訳
・
翻
訳
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
期
間
＝
７
月
14
日
f
か
ら
22

日
g
ま
で
の
可
能
な
日
。

■
問
合
せ
＝
阿
部
（
尾
崎
・
1
０
９

０
│
１
９
３
９
│
４
４
８
７
）
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

デンマーク人３人のアーティストグループ「スーパーフ

レックス」がインターネットのテレビともいえる《スーパ

ーチャンネル》のスタジオを十日町情報館に開設します。

この作品は、越後妻有を取材し、番組をインターネットで

世界に発信するものです。

誰もが放送に出演できる《スーパーチャンネルin越後妻

有》のワークショップは７月20日（海の日）から22日g

までの午前９時30分から午後10時まで行われます。

URL＝http://www.superflex.dk

出演の方法は「声をだすこと」、「踊ること」で簡単に参

加できます。楽譜や歌詞のとおり歌ったり、決められた踊

りをするわけではありません。年齢・性別・経験を問わず

参加できる楽しい企画です。

７月27日eから29日gにかけて出演者を対象にした事

前ワークショップを行います。

■申込み、問合せ＝大地の芸術祭事務局へ。

ワークショップに参加しませんか
～大地交響フェスティバルの出演者を募集中～

■日時＝７月30日a午後４時から

■会場＝城ヶ丘ピュアランド

■出演者＝山下洋輔、梅津和時とHOBOサックスカルテ

ット、巻上公一、天鼓、堀川久子、金井英人ユニット、

内海信彦、アンサンブル・トゥバクィズィ、十日町大太

鼓、新保広大寺節保存会ほか、司会：真野響子

■入場料＝一般3,000円（前売2,500円）小・中・高校生

1,500円(前売1,000円）

■申込み、問合せ＝大地の芸術祭事務局（157－2637）

または、市企画人事課企画係（157－3111内線215）

各地区公民館へ。

「大地交響フェスティバル」
前売券発売中

～世界の音楽・踊りと地域の出演者の共演～

妻有越後

アートトリエンナーレ
2000

スーパーフレックスが
情報館にスタジオ開設

給食調理場に生ごみ処理機を設置
～環境にやさしいまちづくり～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

十
日
町
市
で
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
生
ご

み
を
減
ら
し
、
循
環
型
の
社
会
を
率
先
し
て
実
現

す
る
た
め
に
、
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
生

ご
み
処
理
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
同
調
理
場
で
は

市
内
６
つ
の
小
中
学
校
に
、
約
７
百
食
の
給
食
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど
一

日
に
約
40
〜
50
o
の
生
ご
み
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
生
ご
み
と
し
て
焼
却
処
分
し
て
い
ま
し

た
が
、
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、
乾
燥

状
態
と
な
っ
た
も
の
を
土
と
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、

た
い
肥
と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

乾
燥
物
は
、
水
沢
小
学
校
の
花
壇
や
地
区
の
花

づ
く
り
運
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
希
望
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
無
料
で
お
分
け
し
ま
す
。

希
望
者
は
水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
1
58
│

２
０
２
９
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
21
日
d
、
新
潟
県
ス
キ
ー
連

盟
（
木
村
一
男
会
長
）
は
２
０
０
９

年
（
平
成
21
年
）
に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
内
々
定
し
て
い
る
第
64

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
の
会
場
に
立
候
補
し
て
い
る

当
市
の
会
場
候
補
地
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
木
村
会
長
を
は
じ
め
副
会

長
・
常
務
理
事
・
各
競
技
担
当
部
長

な
ど
が
視
察
。
市
関
係
者
、
児
玉
昭

一
郎
十
日
町
市
ス
キ
ー
協
会
長
を
中

心
と
し
た
市
体
育
協
会
・
ス
キ
ー
協

会
員
の
皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
、
同
じ
く
立
候
補
し

て
い
る
湯
沢
町
を
訪
問
し
、
午
後
か

ら
十
日
町
地
域
に
入
っ
て
、
ア
ル
ペ

ン
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
ス
キ
ー
場

や
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
そ
し
て
最
後
に
吉

田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
視

察
を
行
な
い
ま
し
た
。

45
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
二
巡
目

新
潟
国
体
の
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
は
、
会
場
地
が
中
越
地
区
に
決
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
９
月
に

十
日
町
地
域
と
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
が

同
時
に
立
候
補
し
、
誘
致
運
動
に
入

っ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
景
観
の
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
周
辺
コ
ー
ス
や
、
十
日
町
市
街
地

を
一
望
で
き
る
権
現
山
か
ら
吉
田
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
視
察
し

ま
し
た
。
視
察
し
た
木
村
会
長
か
ら

は
、
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
コ
ー
ス
の
発

着
予
定
地
（
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

は
、
広
さ
も
地
形
も
理
想
的
。
壮
大

で
ク
ロ
カ
ン
に
は
最
適
。
高
低
差
を

考
慮
し
、
整
備
次
第
で
十
分
対
応
で

き
る
。
そ
し
て
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
既
存
の

コ
ー
ス
に
発
着
会
場
の
整
備
や
コ
ー

ス
の
幅
員
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
十
分
対
応
可
能
」

と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
十
日
町
市
は
過
去
に

お
い
て
大
会
開
催
実
績
も
、
競
技
レ

ベ
ル
も
全
国
的
に
申
し
分
な
い
。
今

後
、よ
く
検
討
し
て
方
向
性
を
出
し
、

県
へ
報
告
し
た
い
。
地
方
財
政
も
厳

し
い
中
、
あ
る
程
度
の
経
済
投
資
効

果
も
考
慮
し
て
、
各
自
治
体
の
長
と

も
話
し
合
っ
て
慎
重
に
決
め
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
地
の
決
定
は
、
遅
く
と
も
来

年
始
め
こ
ろ
の
見
通
し
で
す
。

県
ス
キ
ー
連
盟
が
会
場
候
補
地
を
視
察

2009年冬季国体
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①
食
卓
は
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
生
活
の
知
恵
を
伝
え
る
場
と

し
て
大
切
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

②
心
と
か
ら
だ
を
育
む
た
め
に
一
日

一
回
は
家
族
そ
ろ
っ
た
食
事
が
必
要

で
す
。
食
事
作
り
に
も
家
族
み
ん
な

で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

規
則
正
し
く
三
度
の
食
事
を
と
る

こ
と
は
、
か
ら
だ
の
自
然
な
リ
ズ
ム

に
あ
わ
せ
た
生
活
を
つ
く
る
た
め
の

基
本
で
す
。き
ち
ん
と
し
た
朝
食
で
、

毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。食

卓
に
は
、
次
表
に
あ
る
と
お
り

「
主
食
」
「
主
菜
」
「
副
菜
」
の
３
皿

を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

食
事
で
は
、
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類

を
し
っ
か
り
と
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
バ
ラ

ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
を
含
ん
だ
野
菜
は
、

た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

適
正
体
重
を
知
り
、
塩
分
や
脂
肪

に
注
意
し
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
に

見
合
っ
た
食
事
量
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。地

域
の
産
物
や
旬
の
素
材
を
使
う

と
と
も
に
、
昔
か
ら
の
料
理
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
自
然
の
恵
み
や
四
季

の
変
化
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
健
康
目
標
を
も
ち
、
食
生

活
を
点
検
す
る
習
慣
が
大
切
で
す
。

テ
レ
ホ
ンサ

ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000

●問い合わせ
健康福祉課
健康増進係
157―3111
(内線143）

58

7/10～7/17 商品テスト結果

「家庭用ドライ洗剤」について

7/17～7/24 消費生活相談事例

～エステのトラブル～

7/24～7/31 製品事故にあったら

7/31～8/ 7 デビットカードとは

8/ 7～8/14 飽食時代の低栄養

十日町市史を読む$0

田
ん
ぼ
と
養
蚕
を
営
む
農
家
に

姉
、
妹
そ
れ
ぞ
れ
３
人
の
７
人
兄
弟

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
の
家
の
現
金
収
入

は
、養
蚕
が
主
で
し
た
。春
は
、
肥こ

え

ひ

き
に
始
ま
り
、
雪
消
え
と
同
時
に
柴し

ば

刈
り
、桑
畑
の
手
入
れ
、段
々
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
ぬ
り
、３
本
鍬く

わ

で
の
田
う
ち
、

田た

小こ

切ぎ
り

、
田
か
き
、
代し

ろ

か
き
そ
し
て

田
植
え
と
大
変
忙
し
い
も
の
で
し
た
。

中
条
尋
常
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
、
中
条
青
年
学
校
を
５
年
間
で
ま

し
た
。
農
業
を
し
な
が
ら
、
３
年
間

冬
場
に
は
東
京
へ
の
出
稼
ぎ
も
経
験

し
ま
し
た
。

昭
和
17
年
に
高
田
聨れ

ん

隊
に
入
隊
、

陸
軍
病
院
で
衛
生
の
勉
強
を
し
、
仙

台
第
一
陸
軍
病
院
に
勤
務
、
19
年
に

は
、
東
京
第
一
陸
軍
病
院
で
衛
生
下

士
官
教
育
を
１
年
間
受
け
て
、
下
士

官
と
な
り
仙
台
に
戻
り
ま
し
た
が
、

こ
の
教
育
期
間
中
に
空
襲
に
あ
い
ま

し
た
。

21
年
の
暮
れ
に
家
業
を
継
ぐ
た
め

十
日
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
農
業

と
土
木
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
地
域

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、
中
条

村
連
合
青
年
団
の
副
団
長
や
中
条
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
や
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
農
業
委
員
を
20
年
間
勤
め

ま
し
た
。
40
歳
の
時
に
保
険
会
社
に

入
社
し
60
歳
ま
で
勤
め
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
、
田
ん
ぼ
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
委
託
を
し
、
畑
を
自
分
で
耕
す

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
朝
、
大
井
田
城
址
の
近
く
の
田

ん
ぼ
の
水
見
に
行
き
、
き
れ
い
な
空

気
と
、
う
ぐ
い
す
の
鳴
く
声
を
聴
く

の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
三
味
線
、
尺
八
な
ど
で

三
味
線
は
夫
婦
の
共
通
の
趣
味
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も
生
き
が
い

の
一
つ
で
す
。

<124

このコーナーでは、登場していただく人
を募集しています。問い合わせは企画人
事課広報広聴係157-3111内線213へ

樋熊秀
ひで

一
かず

さん

（中町）78歳

新しい道を拓く　　　　　　　　 十日町情報館

明
治
一
二
年
、
県
は
主
要
道
路
の

等
級
を
決
め
、
川
東
の
善
光
寺
街
道

は
県
道
魚
沼
線
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
道
路
改
良
計
画
が
具
体
化
す

る
こ
と
を
察
し
た
中
魚
沼
郡
連
合
村

会
は
、
一
七
年
五
月
に
県
道
魚
沼
線

の
地
元
拠
出
金
を
決
定
し
、
工
事
の

促
進
を
陳
情
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
設
計
が
示
さ
れ
た
の
は

一
九
年
七
月
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
工
事
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。
短
期
間
に
完
成
し
た
要

因
は
、
家
屋
が
連
続
す
る
旧
道
に
と

ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
地
域
の
大

地
主
が
誘
致
推
進
に
あ
た
っ
た
の
で

用
地
の
取
得
が
容
易
で
あ
っ
た
こ

と
、
工
事
の
労
力
が
求
め
や
す
か
っ

た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

松
之
山
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
十

日
町
か
ら
東
頸
城
郡
へ
の
道
は
、
二

三
年
に
、
県
道
大
島
線
と
し
て
着
手

さ
れ
ま
し
た
。
郡
境
は
、
薬
師
峠
の

山
腹
を
う
回
す
る
ル
ー
ト
に
な
っ
た

の
で
、
冬
期
間
の
交
通
に
難
点
を
残

し
ま
し
た
。

南
魚
沼
郡
に
通
じ
る
道
は
、
羽
根

川
沿
い
の
街
道
が
中
心
で
し
た
が
、

川
治
川
沿
い
の
県
道
六
日
町
線
が
計

画
さ
れ
、
三
一
年
に
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

八
箇
峠
は
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
ま
し

た
が
、
前
後
の
急
な
山
腹
を
通
る
部

分
が
難
所
で
し
た
。
積
雪
期
は
も
ち

ろ
ん
、
融
雪
期
や
豪
雨
時
期
に
は
、

し
ば
し
ば
交
通
止
め
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
七
年
、
二
二
年
と
改
良
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
積
雪
期
の
交

通
を
確
保
す
る
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

三
七
年
、
県
道
は
国
道
二

五
三
号
に
昇
格
し
、
三
九
年

か
ら
延
長
一
一
七
九
m
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
が
開
始
さ
れ
、

四
六
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

県
道
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら

八
三
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
二
十
一
世
紀
の
道
と

し
て
「
高
規
格
道
路
」
の
建

設
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

（
通
史
編
４
　
近
・
現
代
一
）

八
箇
峠
の
ト
ン
ネ
ル

作り方

材　料

・いちじく･･･１キログラム（25個位）

・日本酒･･･１合弱

・砂糖･･･５００グラム

①熟したいちじく（口が開かないもの）の

　へたを取ってよく洗い、ふきんなどで拭

　いて完全に水気を取る。 

②酒と砂糖をなべに入れて火にかけ、砂糖

　を溶かす。 

③②のなべにいちじくを入れ、煮る。 

　1)煮立つまでは強火で、その後は弱火で

　　コトコトと煮詰める。 

　2)あくをとる。 

　3)ふたはしない。 

　4)かきまぜない。 

　5)いちじくが飴色になり、煮汁がいちじ

　　くの上ひたひたになるまで約40分煮詰

　　める。 

 

保存のポイント 

洗った後いちじくの水分を完全に取ること

と、煮汁といっしょに冷蔵庫で保存するこ

とです。 

小　林　洋　子さん（姿１）

いちじくの砂糖煮

いちじくが沢山手に入っ

たらお試しください。保

存食として、お子様のお

やつに、又やわらかいの

でお年よりのお茶受けに

も喜ばれます。

健
康
の
カ
ギ
は

食
事
で
す

■
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

■
正
し
い
食
事
か
ら

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

■
主
食
・
主
菜
・
副
菜
は

食
事
の
基
本

3皿をバランスよく食べる 

主食 

主菜 副菜 

魚や肉 
豆腐や納豆 
卵 

ご飯 
パン 
めん類 

野菜サラダ 
野菜いため 
おひたし 
煮物 

■
食
塩
や
脂
肪
は

控
え
め
に

■
地
域
の
素
材
や
旬
を

活
か
し
ま
し
ょ
う

■
食
生
活
を
点
検
し
よ
う

11 平成12年7月10日号
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マ
イ
ク
真
木
さ
ん
と
早
見
優
さ
ん

の
司
会
で
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ン
ド
、
中

国
、
ト
ル
コ
、
日
本
の
民
族
舞
踊
と

音
楽
を
紹
介
す
る
華
や
か
で
楽
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
■
日

時
＝
８
月
５
日
g
午
後
２
時
〜
■
会

場
＝
六
日
町
文
化
会
館
■
入
場
料
＝

無
料
■
申
込
み
＝
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。
整
理
券
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
整
理
券
発
行
枚

数
は
お
一
人
２
枚
ま
で
）
■
問
合

せ
・
申
込
先
＝
県
庁
文
化
振
興
課
内

「
新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

（
1
０
２
５
│
２
８
１
│
９
１
９
５

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
へ
。

美
し
い
二
千
年
蓮
、
あ
じ
さ
い
と

「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
の
共
演

を
撮
り
ま
せ
ん
か
。
■
期
日
＝
７
月

23
日
a
■
時
間
・
会
場
＝
弁
天
池

（
二
千
年
蓮
、
二
ツ
屋
）
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
、
あ
じ
さ
い
公
園

（
落
之
水
）
午
前
11
時
〜
正
午
■
参

加
費
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市

観
光
協
会
（
1
57
│
３
３
４
５
）
へ
。

十
日
町
地
域
の
災
害
の
歴
史
や
、

防
災
に
関
す
る
写
真
・
文
献
な
ど
貴

重
な
資
料
を
展
示
中
■
日
時
＝
７
月

18
日
c
ま
で
の
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
７
時
（
た
だ
し
、
水
曜
日
は
午
後

９
時
ま
で
。
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
月
曜
日
は
休
館
日
）

■
会
場
＝
十
日
町
情
報
館
■
入
場

料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域

消
防
本
部
（
1
57
│
０
１
１
９
）
へ
。

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
て

「
パ
ス
タ
Ｄ
Ｅ
ブ
ラ
ン
チ
」
冷
た
い

ト
マ
ト
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
、
テ
ィ

ラ
ミ
ス
ほ
か
を
作
り
ま
す
。
■
日

時
＝
７
月
24
日
b
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時
■
場
所
＝
東
北
電
力
1
十

日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18
人(

申
込

多
数
の
場
合
抽
選)

■
参
加
費
＝
５

百
円
■
申
込
み
＝
東
北
電
力
1
十
日

町
営
業
所(

1
52
│
３
１
０
７)

へ
。

開
館
５
周
年
を
記
念
し
て
、
来
年

３
月
末
ま
で
の
間
、
十
日
町
広
域
圏

内
の
保
育
園
・
学
校
・
養
護
お
よ
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
害
者
施

設
の
団
体
利
用
は
入
場
料
無
料
で

す
。
■
投
影
日
時
＝
７
月
16
日
・
23

日
・
８
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
の
各
日
曜
日
午
前
11
時
〜
11
時
40

分
※
７
月
29
日
g
午
後
７
時
30
分
〜

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
■
場
所
＝
中

里
村
Ｕ
モ
ー
ル
■
入
場
料
＝
一
般
２

百
円
、
中
学
生
以
下
百
円
■
問
合

せ
＝
中
里
村
教
育
委
員
会
（
1
63
│

２
４
９
３
）
へ
。

新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
の
職
場
へ
の
就
労
希
望
者
を
対

象
に
、
仕
事
内
容
や
資
格
の
取
得
方

法
、
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
求

職
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
人
材
を

必
要
と
す
る
福
祉
施
設
等
を
対
象
に
、

就
労
希
望
者
の
紹
介
等
も
行
い
ま
す
。

■
日
時
＝
毎
月
第
３
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
休
日
の
場
合
そ
の

前
日
）
■
会
場
＝
長
岡
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
長
岡
市
水
道
町
）
■
対

象
＝
中
越
地
域
の
住
民
、福
祉
施
設
、

社
協
■
問
合
せ
＝
新
潟
県
社
会
福
祉

協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
1
０

２
５
│
２
８
１
│
５
５
２
３
）
へ
。

来
春
、
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
人

を
対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
■
日
時
＝
７
月
24
日
b
午
後
１

時
〜
４
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
内

容
＝
十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
に
あ
る

企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
の
説
明
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
と
の
個
別
相

談
、
求
人
一
覧
等
の
配
布
■
参
加
方

法
＝
事
前
申
込
不
要
。
た
だ
し
面
接

希
望
者
は
履
歴
書
を
持
参
■
問
合

せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
1
57

│
２
４
０
７
）
へ
。

■
募
集
種
目
＝
①
航
空
学
生
②
一
般

曹
候
補
学
生
③
曹
候
補
士
④
２
等
陸

海
空
士
⑤
防
衛
大
学
校
お
よ
び
防
衛

医
科
大
学
校
学
生
⑥
看
護
学
生
■
応

募
資
格
＝
①
⑤
高
等
学
校
の
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）
で
21
歳

未
満
の
者
②
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の

者
③
④
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
⑥

高
等
学
校
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見

者
含
む
）
で
22
歳
未
満
の
女
子
■
受

験
申
込
受
付
＝
①
②
③
④
８
月
７
日

b
〜
９
月
８
日
f
⑤
９
月
５
日
c
〜

10
月
13
日
f
⑥
９
月
14
日
e
〜
10
月

13
日
f
■
試
験
実
施
日
＝
受
付
後
に

指
定
■
問
合
せ
・
資
料
請
求
＝
市
民

生
活
課
（
内
線
１
５
０
）
ま
た
は
自

衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
奥
田
（
1
０

２
５
８
│
33
│
０
２
５
６
）
へ
。

密
航
取
り
締
ま
り
や
海
難
事
故
防

止
な
ど
に
あ
た
る
、
海
上
保
安
庁
職

員
養
成
の
た
め
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
■
採
用
予
定
数
＝
学
校
学
生

（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
約
50
人
、

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
約
25
人
、
海
洋

科
学
課
程
約
５
人
）
、
大
学
校
学
生
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約
45
人
■
受
験
資
格
＝
昭
和
52
年

（
大
学
校
は
55
年
）
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
①
高
校
卒
業
者
②
中
学
校

卒
業
者
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学

年
修
了
者
ほ
か
（
①
②
③
と
も
来
春

卒
業
・
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

■
受
付
期
間
＝
学
校
学
生：

７
月
27

日
e
〜
８
月
10
日
e
、
大
学
校
学

生：

８
月
24
日
e
〜
９
月
５
日
c
■

試
験
日
（
第
一
次
）
＝
学
校
学
生
９

月
24
日
a
、
大
学
校
学
生
10
月
28
日

g
〜
29
日
a
■
身
分
・
給
与
＝
入
校

と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
な
り
、
在

学
中
は
月
額
１
４
１
、
９
０
０
円

（
平
成
11
年
度
現
在
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
第
九
管
区
海
上

保
安
本
部
人
事
課
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
│
４
４
４
│
５
７
６
）
へ
。

■
日
程
＝
13
年
４
月
上
旬（
５
日
間
）

■
定
員
＝
先
着
50
人（
15
歳
〜
70
歳
）

■
費
用
＝
７
万
３
千
円
程
度
■
申
込

み
＝
８
月
31
日
e
ま
で
に
小
林
由
直

（
1
57
│
５
３
９
２
）
ま
た
は
近
藤

哲
雄
（
1
55
│
２
４
５
３
）
へ
。

長
岡
市
厚
生
会
館
で
９
月
１
日
f

〜
３
日
a
ま
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
■
応

募
資
格
＝
新
潟
県
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
先
を
有
す
る
勤
労
者
（
自
営

業
・
主
婦
・
退
職
者
等
含
む
）
で
、

応
募
部
門
に
つ
い
て
作
品
の
制
作
お

よ
び
教
え
る
こ
と
を
職
業
と
し
な
い

者
■
応
募
作
品
＝
各
部
門
と
も
１
人

３
点
以
内
で
、
未
発
表
作
品
に
限
る

■
部
門
・
規
格
＝
▼
日
本
画
（
10
〜

50
号
以
内
、
額
縁
を
付
け
る
、
ガ
ラ

ス
額
不
可
）
▼
洋
画
（
版
画
含
む
、

10
〜
50
号
以
内
、
額
縁
を
付
け
る
、

ガ
ラ
ス
額
不
可
）
▼
彫
塑
・
工
芸

（
持
込
み
可
能
な
重
量
・
大
き
さ
で

あ
る
こ
と
）
▼
書
道
（
縦
額
は
幅
76

㎝
×
縦
１
８
２
㎝
以
内
、
横
額
は
幅

１
５
２
㎝
×
縦
76
㎝
の
作
品
に
限

る
。
枠
貼
り
と
し
掛
け
軸
、
巻
物
は

不
可
）
▼
写
真
（
半
切
り
で
パ
ネ
ル

貼
り
し
た
も
の
で
43
㎝
×
53
㎝
以

内
）
■
応
募
手
数
料
＝
１
点
に
つ
き

千
円
■
受
付
期
間
＝
８
月
21
日
b
〜

22
日
c
■
受
付
場
所
＝
十
日
町
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
■
問
合
せ
＝
長
岡

労
政
事
務
所
（
1
０
２
５
８
│
38
│

２
５
４
６
）
へ
。

「
環
境
を
守
り
快
適
に
暮
ら
す
た

め
の
マ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
河
川

敷
や
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
で
使
用

で
き
る
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま

す
。
■
応
募
期
間
＝
７
月
17
日
b
〜

31
日
b
■
応
募
規
定
＝
技
法
は
自
由

（
Ｂ
２
／
７
２
８
×
５
１
４
）
縦
横

自
由
、
用
紙
は
ウ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
ま
た

は
デ
ザ
イ
ン
ボ
ー
ド
■
応
募
条
件
＝

県
内
在
住
者
の
作
品
、
未
発
表
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
、
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
■
賞
＝
知
事
賞
、
新
潟
市
長
賞

ほ
か
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
新
潟
県

都
市
計
画
課
都
市
行
政
係
（
1
０
２

５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）
へ
。

衛
星
放
送
や
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行

う
放
送
大
学
で
は
10
月
入
学
生
を
募

集
中
。
学
び
た
い
！
そ
れ
が
入
学
資

格
で
す
。
■
募
集
締
切
＝
８
月
15
日

c
■
募
集
学
生
＝
全
科
履
修
生
（
卒

業
を
目
指
し
ま
す
）
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
）
科
目
履
修
生（
１
学
期

間
在
学
）■
科
目
＝
外
国
語
、心
理
学
、

健
康
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
約
３

百
科
目
■
問
合
せ
・
資
料
請
求
＝
放

送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
０

２
５
│
２
２
８
│
２
６
５
１
）
へ
。

棚
田
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
自
然
と
親
し
み
た
い
人

を
募
集
中
■
活
動
＝
棚
田
や
道
水
路

の
保
全
、
農
作
業
、
交
流
に
よ
る
地

域
づ
く
り
へ
の
参
加
な
ど
■
活
動
地

域
＝
市
内
枯
木
又
ほ
か
県
内
■
年
会

費
＝
個
人
２
千
円
、学
生
千
円
、団
体

ガイド
催し

新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
２
０
０
０

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

弁
天
池
・
あ
じ
さ
い
公
園

ミ
ス
十
日
町
撮
影
会

十
日
町
大
火
百
周
年
記
念

「
消
防
展
」
開
催
中

２
０
０
Ｖ
体
験

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
「
き
☆
ら
・
ら
」

募集
福
祉
の
職
場
出
張
相
談

十
日
町
地
区
２
０
０
１

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

自
衛
官
等
募
集

12
年
度
海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
生
募
集

皇
居
勤
労
奉
仕
団

第
50
回
県
勤
労
者
美
術
展

中
越
地
区
展
作
品
募
集

新
潟
県
野
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル

放
送
大
学
学
生
募
集
中

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ

棚
田
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

12
年
度
分
国
民
健
康
保
険
料
率
決
定

〜
今
年
度
か
ら
介
護
分
が
追
加
さ
れ
ま
す
〜

今
年
度
か
ら
従
来
の
医
療
分
保
険

料
の
ほ
か
に
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
介
護
保
険
料
も
あ
わ

せ
て
国
民
健
康
保
険
料
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
分
保
険
料
は
11
年
度
の
決
算

見
込
み
で
加
入
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
黒
字
が
見
込
め
る
た
め
、
一
人

当
た
り
の
年
額
平
均
保
険
料
を
昨
年

度
並
み
に
抑
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
12
年
度
分
の
保
険

料
は
、
医
療
分
の
被
保
険
者
一
人
当

た
り
年
額
平
均
保
険
料
は
６
６
、
２

８
３
円
と
な
り
ま
す
。
介
護
分
に
つ

い
て
は
、
第
２
号
被
保
険
者
一
人
当

た
り
年
額
平
均
保
険
料
は
１
４
、
１

０
９
円
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
通
知

書
を
７
月
14
日
こ
ろ
に
発
送
し
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
介
護
保
険

課
国
保
係
（
内
線
１
５
５
）
へ
。

世帯の国保料の合計＝A＋B＝170,224円＝170,200円（100円未満切り捨て） 

■保険料率表（介護分） 

■保険料の計算例（介護分） 

■保険料率表（医療分） 

■保険料の計算例（医療分） 

区　　分 12年度 

所得割 

被保険者別均等割 

1人当たり平均保険料 

1世帯当たり平均保険料 

0.74％ 

7,900円 

14,109円 

19,877円 

注1：1人当たり平均保険料は、 
　　第2号被保険者数5,376人の 
　　平均です。 
注2：１世帯当たり平均保険料は、 
　　第2号被保険者が1世帯当た 
　　り1.4人として計算していま 
　　す。 

◆世帯の中の国保加入者で 
　40～64才の人…………２人 
◆営業所得……………150万円 
 ①所得割     基礎控除 
 　（150万円－33万円） 
 　　　　×0.74％＝8,658円 
 ②被保険者別均等割 
 　2人×7,900円＝15,800円 
 　合計（①＋②）＝24,458円 
 　　　　　　　　　　B

◆世帯の中の国保加入者………２人 
◆営業所得……………………150万円 
◆固定資産税額（土地・家屋）45,000円 
 ①所得割     基礎控除 
      （150万円－33万円） 
                    ×5.58％＝65,286円 
 ②資産割 
     45,000円×28.40％＝12,780円 
 ③被保険者別均等割 
           2人×23,300円＝46,600円 
 ④世帯別平等割     　     21,100円 
  
 合計（①＋②＋③＋④）＝145,766円 
 　　　　　　　　　　　　　Ａ 

区　　分 12年度 11年度 

所得割 

資産割 

被保険者別均等割 

世帯別平等割 

1人当たり平均保険料 

1世帯当たり平均保険料 

5.58％ 

28.40％ 

23,300円 

21,100円 

66,283円 

150,116円 

5.31％ 

26.80％ 

23,100円 

21,400円 

66,379円 

152,381円 
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１
万
円
■
会
員
に
な
る
と
＝
会
誌
や

情
報
を
送
付
し
ま
す
。
第
２
の
ふ
る

さ
と
を
発
見
で
き
ま
す
。
美
味
し
い

地
元
農
産
物
を
購
入
で
き
ま
す
。
活

動
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
適

宜
参
加
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
■
事
務

局
＝
県
庁
農
村
環
境
課
中
山
間
地
域

対
策
推
進
係
■
申
込
み
＝
農
林
課
農

村
整
備
係
（
内
線
３
３
５
）
へ
。

新
潟
県
女
性
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室

で
は
、
女
性
が
直
面
す
る
悩
み
や
問

題
を
弁
護
士
や
医
師
が
面
接
相
談
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
希
望
者
は
事

前
に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
■
相
談

料
＝
無
料
■
予
約
方
法
＝
年
末
年
始

を
除
く
毎
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
の
間
に
1
０
２
５
│
２
８
５
│
６

６
１
０
へ
。
■
相
談
日
時
＝
①
法
律

相
談：

毎
月
第
１
・
第
２
・
第
４
火

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
②
心
の

相
談：

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

労
働
省
の
地
方
機
関
で
あ
る
新
潟

労
働
局
に「
総
合
労
働
相
談
窓
口
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
話
ま
た
は
面

談
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
労
働

問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
■
相
談
日
時
＝
月

曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
■
電
話
番
号
＝

０
２
５
│
２
３
４
│
５
３
５
３

染
織
を
通
じ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
■
日

時
＝
８
月
９
日
d
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
■
会
場
＝
県
立
十
日
町
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
■
コ
ー
ス
・
内
容
＝

①
染
織
コ
ー
ス
（
手
織
小
巾
織
物
の

作
成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
Ｔ
シ

ャ
ツ
作
成
）
②
染
コ
ー
ス
（
オ
リ
ジ

ナ
ル
プ
リ
ン
ト
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
、
小

風
呂
敷
の
作
成
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
ま

た
は
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
作
成
）

■
対
象
＝
中
学
生
・
高
校
生
■
定

員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
10
人
■
受
講

料
＝
無
料
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
十

日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1
57
│
１

１
０
５
）
へ
。

新
潟
県
初
の
民
藝
協
会
夏
期
学
校

開
催
に
あ
た
り
、
講
演
と
ビ
デ
オ
鑑

賞
に
よ
る
公
開
講
座
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
28
日
f
午

後
２
時
30
分
〜
６
時
■
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
■
講
師
＝
水
尾
比
呂
志
氏
■
演

題
＝
「
民
藝
の
美
」
■
上
映
ビ
デ

オ
＝
「
柳
宗
悦
伝
」
■
事
前
申
込

み
＝
不
要
■
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
振

興
課
庭
野
（
1
57
│
２
３
２
３
）
へ
。

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
26
日
d
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■

参
加
費
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
金
子
又

市
（
1
57
│
２
４
１
２
）
へ
。

夏
本
番
、
７
月
22
日
g
か
ら
８
月

31
日
e
ま
で
市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し

ま
す
。
■
利
用
時
間
＝
７
月
22
日
〜

８
月
12
日：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

30
分
、
８
月
13
日
以
降：

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
■
入
場
料
＝
幼
児

（
３
歳
以
上
）
50
円
、
小
・
中
学
生

百
円
、
高
校
生
・
一
般
２
百
円
■
閉

館
日
＝
毎
週
火
曜
日
※
た
だ
し
８
月

15
日
は
開
設
■
問
合
せ
＝
市
民
プ
ー

ル
（
1
52
│
０
７
３
７
）
ま
た
は
総

合
体
育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
。

■
期
間
＝
Ⅰ
期：

７
月
25
日
c
〜
30

日
a
Ⅱ
期：

７
月
31
日
b
〜
８
月
５

日
g
Ⅲ
期：

８
月
18
日
f
〜
22
日
c

※
各
期
と
も
水
曜
日
は
休
館
■
時

間
＝
平
日
・
土
曜
日：

午
前
10
時
45

分
〜
11
時
45
分
日
曜
日：

午
後
１
時

45
分
〜
２
時
45
分
■
対
象
＝
４
歳
〜

15
歳
■
受
講
料
＝
会
員：

４
、
８
３

０
円
一
般：

６
、
０
９
０
円
■
問
合

せ
・
申
込
み
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３

３
４
３
）
へ
。
※
送
迎
バ
ス
有
り

納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
手
間

が
省
け
る
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
通
帳
・
届
け

出
の
印
鑑
を
持
参
し
て
、
預
金
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

へ
。

ゆずります…… 

ゆずってください…… 

品　　　名 規　格 希望価格 

子 供 用 自 転 車  

食 器 洗 い 乾 燥 機  

アルミホイール４本 

皮 ジ ャ ン  

ベ ビ ー カ ー  

ク ー ハ ン  

チャイルドシート 

チャイルドシート 

ベビー布団(掛敷一式) 

ベビー布団(掛布団) 

ベ ビ ー ベ ッ ド  

プラレール(おもちゃ) 

布団タンス(2ヶ1組) 

ア コ ー デ ィ オ ン  

ス ー パ ー カ ブ  

剣 道 防具（一式） 

スピーカー(ビクター) 

カーナビゲーション 

シングルパイプベッド 

ガ ラ ス テ ー ブ ル  

ワ ー プ ロ  

象 印 炊 飯 ジ ャ ー  

調 乳 ポ ッ ト  

一 輪 車（ ２ 台 ） 

子 供 用 自 転 車  

ハギレ(手芸小物作成用) 

掃 除 機  

三 輪 車  

バ イ ク  

二 層 式 洗 濯 機  

木 製 ベ ッ ド  

ベ ビ ー カ ー  

洗 濯 機  

除 雪 機  

電気アシスト自転車 

Ｃ Ｄ コ ン ポ  

自 転 車  

フ ァ ッ ク ス 台  

３千円 

相談で 

6万5千円 

５万円 

相談で 

相談で 

相談で 

相談で 

相談で 

１千円 

無料 

相談で 

相談で 

３万円 

４万円 

無料 

無料 

７万円 

無料 

無料 

2万5千円 

無料 

相談で 

相談で 

３千円 

無料 

１千円 

無料 

2～4万円 

無料 

無料 

３千円 

相談で 

相談で 

相談で 

相談で 

無料 

相談で 

22インチ 

新品同様 
幅95奥85高90

17インチ 
ボイド.ニンジャ 

大型2･小型2 
古いが音良好 

シルバー 
(座卓)

小学３～４年 
男子用 

古くてもよい 

125cc～250cc

大人用普通サイズ 

全自動･二層式 
どちらでも可 

大きめの 
TEL台 

綿･紬･絣･麻 
等(着物も可)

サンヨーゴリラNV-50 
3電源対応･新品 

新品･男性用M

夏用･冬用あり 

夏用･冬用あり 

日立 

幼児用 

乳幼児用 

50cc

小学生用 

黒色 

5合炊き 

NEC文豪 

14インチ 

男の子用 

中型 

大人用 

24ベース 
中型 

*消費者協会（市民生活課生活環境係
内線157）へ
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ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

■地域福祉事業へ＝池田貞治（泉町10万
円）昭二同級会（7,769円）庭野日鑛
（東京都１千万円）
■交通安全対策事業へ＝東北電力㈱十日
町営業所（街路灯23灯）

■交通遺児等援助基金＝十日町オートク
ラブスポーツ（4万円）

■三好園・エンゼル妻有・羽根川荘・な
ごみの家・妻有荘へ＝十日町遊技場組
合（29型テレビ計５台）

■なごみの家へ＝㈱小嶋屋（そばがら健
康まくら収益金10万円）

■博物館へ＝阿部進（若宮町）中山忠一
（袋町中）庭野重吉（上川町）長津清
一（川治下町1）鈴木幸栄（中里村）

■情報館へ＝徳永唯重（美雪町３）丸山
義房（本町６－３）高橋喜平（岩手県）
滝沢栄輔（本町東１）羽鳥静子（川西
町）富沢真由美（水野町）綱久美子
（上新田２）渡辺巻子（千代田町）中
島陽子（新座３）藤ノ木陽子（津南町）
上村政基（川西町）富田実（川西町）
「見えない学校」上映実行委員会

寄付ありがとう
6月25日届出分まで（敬称略）

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

平
成
３
年
以
来
10
年
の
歳
月
を
か

け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
吉
田

ト
ン
ネ
ル
が
い
よ
い
よ
開
通
し
ま
す
。

■
開
通
日
時
＝
７
月
19
日
d
午
後
０

時
30
分

■
日
時
＝
７
月
18
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
担

当
医
＝
山
下
医
師（
中
条
第
二
病
院
）

■
問
合
せ
＝
十
日
町
保
健
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
３
）
へ
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調

を
崩
し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
体
験
談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を

継
続
し
ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
23
日

a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
公
民
館
本
館
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

て
ん
か
ん
と
と
も
に
生
き
る
を
テ

ー
マ
に
、
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
設
立

５
周
年
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
29
日
g
午
後
１
時
〜

■
会
場
＝
西
新
潟
中
央
病
院
デ
イ
ケ

ア
棟
（
新
潟
市
真
砂
１
│
14
│
１
）

■
講
演
内
容
＝
①
「
て
ん
か
ん
を
も

つ
小
児
の
ケ
ア
と
医
療
に
つ
い
て
」

金
澤
治
医
師
②
「
て
ん
か
ん
発
作
時

の
ケ
ア
」
渡
辺
貴
美
子
氏
③
「
て
ん

か
ん
治
療
の
最
前
線
」
亀
山
茂
樹
氏

④「
日
本
て
ん
か
ん
協
会
に
つ
い
て
」

日
本
て
ん
か
ん
協
会
■
そ
の
他
＝
施

設
見
学
、
個
別
相
談
会
も
実
施
■
入

場
料
＝
無
料
■
申
込
み
＝
不
要
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
■
問

合
せ
＝
国
立
療
養
所
西
新
潟
中
央
病

院
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５

│
２
６
５
│
３
１
７
１
）
へ
。

労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在
で
常

用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
す
る
事

業
所
を
対
象
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
目
的
＝
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働

者
数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら

か
に
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
統
計
作

成
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
■
調
査
対

象
地
域
＝
城
之
古
１
〜
３
、明
石
町
、

美
雪
町
１
〜
３
丁
目
■
お
願
い
＝
７

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
■

問
合
せ
＝
県
統
計
課
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
５
５
１
１
）
へ
。

犯
罪
被
害
に
遭
い
、
犯
人
の
処
分

を
警
察
官
や
検
察
官
に
求
め
た
が
、

検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に
し
て
し
ま

っ
た
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
と
い

う
場
合
は
検
察
審
査
会
に
処
分
の
審

査
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
■
問
合

せ
＝
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
1

０
２
５
８
│
35
│
２
１
４
１
）
へ
。

女
性
の
た
め
の

法
律
相
談
・
心
の
相
談

総
合
労
働
相
談
窓
口

講座
染
織
一
日
体
験
教
室

日
本
民
藝
協
会
夏
期
学
校

公
開
講
座

スポーツ

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

納
涼
盆
踊
り
お
楽
し
み
会

市
民
プ
ー
ル
開
設

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

年金
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
口
座
振
替
で

交通

国
道
２
５
３
号
（
小
泉
地
内
）

吉
田
ト
ン
ネ
ル
開
通

保健
福祉

心
の
健
康
相
談

断
酒
友
の
会

市
民
て
ん
か
ん
講
座

その他
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

不
起
訴
処
分
の
審
査
申

立
て
は
検
察
審
査
会
へ

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

誘惑

非行

暴力

私
は
負
け
な
い
。
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じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
Z

森

の

保

育

園

■発行/十日町市役所
〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係
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梅雨も後半になりましたが、雨に似合う植物と

いえばなんといってもアジサイではないでしょう

か。今回紹介するクサアジサイは、日本の固有種

で新潟県が北限といわれています。

妻有の山地に普通に見られるエゾアジサイが木
もく

本
ほん

であるのに対し、クサアジサイは名前のとおり

草
そう

木
ほん

です。山地のやや湿った林の下に生え、茎の

高さは50～70㎝くらいです。

７月から９月にかけて白または淡い紅色の花を

つけます。小さい花が集まり、がくの変化した飾

り花まである様子はエゾアジサイに似ていますが、

全体に小型です。アジサイのような華やかさはな

いものの、木陰で咲く清楚な花の美しさを持って

います。

クサアジサイ（ユキノシタ科）

霜　垣　太　一ちゃん
平成９年10月28日生まれ
麻畑

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
52

６月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　44,031人 （－22）

男　21,605人 （－19）

女　22,426人 （－ 3）

■世帯数　13,012世帯 （－ 4）

161

とおかまちの自然

市 民 の 動 き

183

ぼくは昆虫が大好き。家にはカブトムシ

も飼っているよ。同じ保育所に通う大
ひろ

夢
む

お

にいちゃんとは、戦闘ごっこやおもちゃで

毎日仲良く遊んでいるよ。今年４月には弟

の翔くんが生まれて、ぼくたちは３兄弟に

なったんだ。小さな翔くんがかわいくて、

毎日なでなでしてあげているよ。
エゾアジサイクサアジサイ

お父さんとお母さんとわたしがステーキ

を食べているところです。お父さんの日に、

似顔絵をあげたら、お父さんがステーキを

作ってくれたよ。とてもおいしかったです。 はるかお姉ちゃんとわたしとピカチュー

がいっしょに遊んでいるところです。お姉

ちゃんとはいつもかくれんぼや鬼ごっこを

して遊んでいるよ。みんな仲良しなんだよ。

山 崎 冬 華ちゃん

（４歳）

樋口奈緒子ちゃん

（４歳）


